
1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・貨物取扱番号　　　　　　　１１桁
・処理対象先頭欄の仕合元ＡＷＢ番号　２０桁

2 管轄税関

an 2 M

税関官署コード （１）取扱種別が「Ｒ」（時間延長）の場合は、入力貨物取
扱番号で登録されている取扱情報の管轄税関を出力
（２）上記以外の取扱種別で入力が省略された場合は、取扱
保税蔵置場を管轄する官署を補完して出力

3 取扱保税蔵置場

an 5 M

保税地域コード （１）取扱種別が「Ｒ」（時間延長）の場合は、入力貨物取
扱番号で登録されている取扱情報の取扱保税蔵置場を出力
（２）上記以外の取扱種別の場合は、入力された取扱保税蔵
置場を出力

4 取扱種別

an 1 M

Ｔ：他貨物との仕合せ
Ｄ：同一貨物内の仕合せ
Ｒ：時間延長

5 仕合数
n 1 M

6 貨物取扱番号
an 11 M

システムにより貨物取扱番号を払い出して出力

7 取扱開始年月日
n 8 M

8 取扱開始時刻
n 4 M

9 取扱終了年月日
n 8 M

10 取扱終了時刻
n 4 M

11 仕合後貨物識別

an 1 C

Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｌ：未ラベル貨物

12 仕合後ＡＷＢ番号

an 20 M

（１）取扱種別が「Ｔ」（他貨物との仕合せ）の場合は、次
のいずれかの条件を満たしたとき、仕合後ＡＷＢ番号に枝番
を付与して出力
①仕合後貨物が事前に搬入されている
②仕合後個数＜仕合後総個数
③仕合後総個数が不明
（２）取扱種別が「Ｔ」（他貨物との仕合せ）で仕合後貨物
識別が「Ｌ」（未ラベル貨物）の場合は、システム払出しの
番号を出力
（３）取扱種別が「Ｄ」（同一貨物内の仕合せ）の場合は、
仕合元ＡＷＢ番号に新たに枝番を付与して出力

13 仕合後個数
n 6 M

14 仕合後総個数
an 6 C

右詰で出力

15 仕合後重量

n 8 M

入力された仕合後重量を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

16 仕合後総重量

an 8 C

（１）入力された仕合後総重量を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９
（２）右詰で出力

17 仕合後品名
an 21 M

18 仕合後特殊貨物記号
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨
物）コード

19 仕合後事故貨物
an 5 C

事故コード

20 仕合後通関依頼先
an 5 C

利用者コード

21
8

輸入表示
an 1 C

22

*

仕合元貨物識別

an 1 C

Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｌ：未ラベル貨物

23
*

仕合元ＡＷＢ番号
an 20 C
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出力情報名(出力情報コード)

項番 欄 項目名

条件

輸出貨物取扱登録（仕合せ）結果情報（ＡＡＴ０９６）

繰
1

属
性

桁 コード
繰
2

出力条件／形式

24

*

仕合元貨物種別

an 1 M

入力された仕合元ＡＷＢ番号の貨物種別を出力
Ｎ：一般輸出貨物
Ｒ：積戻し貨物
Ｔ：システム外許可済（一般）貨物
Ｏ：システム外許可済（積戻し）貨物

25
*

仕合元搬入個数
n 6 M

入力された仕合元ＡＷＢ番号の搬入個数を出力

26
*

仕合元総個数
an 6 C

（１）入力された仕合元ＡＷＢ番号の総個数を出力
（２）右詰で出力

27

*

仕合元搬入重量

n 8 C

入力された仕合元ＡＷＢ番号の搬入重量を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９

28

*

仕合元総重量

an 8 C

（１）入力された仕合元ＡＷＢ番号の総重量を以下の形式で
出力
ＺＺＺＺＺ９．９
（２）右詰で出力

29
*

仕合元品名
an 21 C

入力された仕合元ＡＷＢ番号の品名を出力

30
*

仕合元特殊貨物記号
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨
物）コード

入力された仕合元ＡＷＢ番号の特殊貨物記号を出力

31
*

仕合元事故貨物
an 5 C

事故コード 入力された仕合元ＡＷＢ番号の事故貨物を出力

32
*

仕合元通関依頼先
an 5 C

利用者コード 入力された仕合元ＡＷＢ番号の通関依頼先を出力

33
*

輸出許可番号
an 11 C
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